
株式会社EARTHBRAIN 
代表取締役社長
小野寺 昭則

ビジネスモデルで先行し現場力の勝負に持ち込む
EARTHBRAINの実践



スマートコンストラクションのユーザーストーリー(動画3分)
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第１章
顧客価値を創造するビジネスモデルの創出
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2010年12月コマツトップから一枚のメモが下る

  優れた技術があっても、それを活かす

ビジネスモデルがなければグローバル

マーケットでの競争には勝てない。

  日本は一般的に「技術で勝ってビジネス

で負ける」とよく言われるが、このビジネス

モデルはトップダウンで創出/変革して

いくべき。

  例えば、KOMTRAXを活用した顧客価値創造の

ビジネスモデルが必要。
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2015年1月20日：スマートコンストラクションを発表

5

建設生産プロセスのデジタルトランスフォメーション基盤となる
プラットフォームをオープン化

建設生産プロセスの全工程をデジタルでつなぎ、工事前の地形から
完成地形までを、最短で、最小人員で、安全に、クリーンに変化させる
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2019年：コマツグループのビジョンと実現までのロードマップ
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2021年：スピードアップを狙いコト事業を出島に切り出す
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株式会社EARTHBRAINの紹介

設立年

本社
所在地

資本金

経営

会社名

ビジョン

2021年7月

東京都港区六本木1丁目
6番1号泉ガーデンタワー29F

368.7億円(資本準備金を含む)

代表取締役会長:四家 千佳史
代表取締役社長:小野寺 昭則
取締役副社長：河内山 晃

株式会社EARTHBRAIN

【会社概要】

社員数 190名(2024/4/1現在)

【JVパートナーの構成】

54.5% 35.5%

5% 5%

• 高臨場感の3D表示
• 3D Tillingでリアルタイム生成

高臨場感デジタルツイン

施工シミュレーション
・ 最適施工計画
・ 運行計画とリアルタイムタスクの生成顧客

次世代プラットフォーム
・ 現場のDX・高速PDCAを実現するための
データ収集・管理基盤

【内製化を進める技術】
開発技術者は90名。11国籍のダイバーシティ開発チーム。



9

EARTHBRAINだから出来る高画質・低遅延な遠隔操作感を実現

KOMATSUの建機技術 × NTTの先端通信技術 × SONYの先端高画質技術

ソフトウェア品質シンポジウム2024



安全で生産性が高くスマートでクリーンな
未来の現場をお客様と共に創造する
スマートコンストラクション
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第２章
そこに至った背景

ソフトウェア品質シンポジウム2024



●設立年月日
1921年5月13日

●連結就業人員
65,738人

●グループ会社
251社

会社概要

約４兆円

海外比率91%

約6千億円
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コマツのブランドマネジメント活動(2007年～)

ブランドマネジメントがめざしているものは、
1 顧客視点への意識改革
2 人材育成・組織能力の向上

重要なのは、
①徹底的な見える化
②顧客目標の達成がコマツグループ活動の基点
③トップのリーダーシップと組織横断的な活動
④総合力＝経営資源の総合化

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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ブランドマネジメントの原点：全てはお客様への価値創造から

現 状 我々
のありたい姿

問題

差異
(Gap)

起点

問題

現 状 お客様
のありたい姿

差異
(Gap)

起点

私たちの問題解決

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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お客様と対話を重ねて一般化したお客様のありたい姿と現状

問題

お客さま
の現状

差異
(Gap)

安全で、生産性が高い
スマートでクリーンな未来の現場

危険で厳しい労働環境、
人員不足、技能労働者高齢化

お客さまの
ありたい姿

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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2013年：建設業の深刻な人手不足が顕在化した
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お客様が直面する課題を、建機(モノとモノの機能)で解決しようとした
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ｽﾏ-ﾄｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ開発の始まりは2013年

コマツが世界初ICTブルド－ｻﾞを市場導入した時
D61PXi ＭＣ
マシンコントロールブルドーザ

【2つの機能】
・ブレード位置制御
（マシンコントロール）

・自動シュースリップ制御
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2014年：お客様の建設プロセスを観察し、新たな問題が見つかる
2014年6月 全国紙に掲載したコマツの新聞広告（見開き30段）

①掘る・積む

②運ぶ ③盛る

④転圧

⑤法面

【 路体 】

【 路床 】

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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現場経験を通して見えてきた新たな問題
2014年6月 全国紙に掲載したコマツの新聞広告（見開き30段）

運ぶ

盛る

転圧

掘る
積む

施工
ステップ

法面

油圧ｼｮﾍﾞﾙ
1.2㎥×１台

10tﾀﾞﾝﾌﾟ
(15台x5)

ブルﾄﾞｰｻﾞｰ
15tｸﾗｽ

10t
振動ﾛｰﾗｰ

油圧ｼｮﾍﾞﾙ
0.7㎥×１台

1

15

1

1

1

576
m³

412
m³

550
m³

－

ー

従来の施工計画
ICT建機による施工

重機 人員 土量/日

412m³
全体
能力 412m³

ICT施工の実績 土取場の能力が不足

ﾀﾞﾝﾌﾟは1日15台が限界

施工４名
(上記+補助作業員1)

人員

人件費・燃料コスト削減効果はあり

油圧ｼｮﾍﾞﾙ
1.2㎥×１台

10tﾀﾞﾝﾌﾟ
(15台x5)

MC
ブルﾄﾞｰｻﾞｰ

15tｸﾗｽ

10t
振動ﾛｰﾗｰ

油圧ｼｮﾍﾞﾙ
0.7㎥×１台

1

15

1

1

576
m³

412
m³

825
m³

－

ー

情報化
施工
MC
導入

重機 人員 土量/日

施工２名
(補助作業員なし)

ﾎﾞﾄﾙ
ﾈｯｸ

情報化施工建機での
施工手順に差があり

熟練ｵﾍﾟが運転した場合、
最大1100㎥/日まで
施工能力が拡大

変わらず

非熟練ｵﾍﾟ
による施工

ICT施工により、人員削減と燃料コスト削減については実現できたが、他工程にボトルネックが
発生し、工事の生産性には変化が無かった。
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2015年1月20日：スマートコンストラクションを発表

21

建設生産プロセスのデジタルトランスフォメーション基盤となる
プラットフォームをオープン化

建設生産プロセスの全工程をデジタルでつなぎ、工事前の地形から
完成地形までを、最短で、最小人員で、安全に、クリーンに変化させる
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スマートコンストラクションを取り巻く技術の進化
安全で生産性の高いスマートな未来の現場を、コマツ自らが現場に立ち、お客様と一緒に実現していく

ドローン」による
高精度３次元測量

施工実績管理
（スマコンアプリ）

スマコンサポート
（遠隔＆オンサイト）

ICT建機（3DMC）

個々のサービス（価値創造ベース）をアジャイル開発で、順次提供開始

設計図面の
３次元化

2023年3月末
25,282現場へ導入（日本国内）

2015年6月

施工する土量が、
正確に把握できない

2か月後 2年後

・離着陸、飛行の自動化
・現場で3次元処理
（通信時間・費用大幅減）
・2haで20分で処理
・不要物除去自動
・地上標定点が不要

7年後

最大50ha、処理時間90分
（処理速度 約6倍）
不要物除去にAi活用

・飛行の難しさ
・写真転送時間大
・処理時間が１日
・不要物の除去が手作業
・地上標定点が必要



23

第３章
スマートコンストラクションの事例

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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スマートコンストラクションはまず工事の課題と制約を定める

● コマツカスタマーサポート(株)

● 直轄事業部直轄営業部

● スマートコンストラクションＧ

● 小西 努
現在地

防災池建設場所

 現況は起伏が激しく現在はこの位置。目の前に100万ｍ３の山。まずは防災池を建設する。
 ここから防災池建設場所までは600mで高低差は100m。生コン車を入れるので最大勾配14％以下で。
 図面だけでは正解が分からない。掘ってい行くしかない。6ヶ月掛かる。
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現状の施工計画作成プロセス
メッシュ土量計算表 平面図と重ね、等高線を考慮し

仮設道路を計画
各仮設道路の斜距離・

勾配を考慮

仮設道路の情報を
元にDT台数設定

日当たり運搬量を
元に建機編成設定 施工手順を検討

①A →②A？

手順を反映させた
工程表を作成

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

作業休止日

天候

曜日

休日

月 4月　　　休日8日 5月　　　休日10日
暦日

計

画

工

程

工事名 ： 下津原下流地区河道掘削工事 計　画　工　程　表 工　

現地調査・施工計画

19 (15)

4%

0
準備工・着工前測量・3Dデータ作成

28 (18)

1

掘削（

V=12,
12,20

仮設

0% 1%

5

構造物撤去工

3

残土処理

V=1,920m
1,920÷4

現地調査・施工計画

19 (15)

0
準備工・着工前測量・3Dデータ作成

35 (23）

1 2

2

残土処理（白石堰～小島地区

V=1,920m3
1,920÷300=7日
整地＝1,920÷250＝8日

3

河川土工

5
/
2
2
主
任
監
督
員
指
示
第
1
号

5
/
2
1
総
括
監
督
員
指
示
第
1
号

21  (15)

0%

このプロセスに要した時間は2ヶ月。

現況測量

完成図面





４３



コマツの生産技術をベースとし、最適な施工計画を算出するアルゴリズム
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2日後、デジタルタスクがリアルの現場の建機に転送された
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お手持ちの機械を簡単にICT建機にする
タブレット用アプリ

ペイロードメータ

3Dマシンガイダンス

3Dマシンガイダンス ペイロードメータ

全てのメーカの油圧ショベルに装着可能
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スマートコンストラクションのソリューションとデジタルツインを駆使したPDCA型施工

デジタルツイン 最適化 デジタルタスク
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

同期

現
実
の
現
場

地形 機械 労務 材料

見える化

同期

ICT建機

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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次世代スマートコンストラクション：高没入型デジタルツイン

現状 これから

ゲームエンジン×高速3Dモデリング×シミュレーション×現場知見
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土木工事のコスト構造

切り

盛り

切り

現況地形 完成地形

土木工事の

コスト
単
価

時間

施工

材
料

労
務

機
械

掘削機(油圧ｼｮﾍﾞﾙ)
盛土機(ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ)
運搬機(ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ)
その他機械
オペレーター
現場作業員
施工管理者
土
燃料
構造物
骨材
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スマートコンストラクションによって工事コストを最小化

切り

盛り

切り

現況地形 完成地形

単
価

時間

施工

材
料

労
務

機
械

掘削機(油圧ｼｮﾍﾞﾙ)
盛土機(ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ)
運搬機(ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ)
その他機械
オペレーター
現場作業員
施工管理者
土
燃料
構造物
骨材

①各プロセスの
効率化

②手戻り
ダブルハンドリング
の最小化
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スマートコンストラクションの顧客価値

切り

盛り

切り

現況地形 完成地形

単
価

時間

施工

材
料

労
務

機
械

掘削機(油圧ｼｮﾍﾞﾙ)
盛土機(ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ)
運搬機(ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ)
その他機械
オペレーター
現場作業員
施工管理者
土
燃料
構造物
骨材

土木工事の

コスト

利
益
増
分 過去データから

スマートコンストラクション
による生産性向上率は

約30%
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第４章
ビジネスモデルで先行し現場力勝負に持ち込む戦略ストーリー

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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スマートコンストラクションの戦略

事業の位置づけ

組織能力の向上

デジタル技術を駆使して継続的に進化する建設生産プロ
セス(カスタマージャーニー)をお客様と共同で実現する

進化するカスタマージャーニーに応える
ソリューションとサービスデリバリプロセスを継続的に更新する

ビジョン

安全で生産性が高くスマートでクリーンな
未来の現場をお客様と共に創造する
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スマートコンストラクションの戦略

事業の位置づけ

組織能力の向上

デジタル技術を駆使して継続的に進化する建設生産プロ
セス(カスタマージャーニー)をお客様と共同で実現する

進化するカスタマージャーニーに応える
ソリューションとサービスデリバリプロセスを継続的に更新する

ビジョン

安全で生産性が高くスマートでクリーンな
未来の現場をお客様と共に創造する

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
先
行
し

現
場
力
勝
負
に
持
ち
込
む
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顧客価値創造のビジネスモデルで先行し

事業の位置づけ

組織能力の向上

デジタル技術を駆使して継続的に進化する建設生産プロ
セス(カスタマージャーニー)をお客様と共同で実現する

進化するカスタマージャーニーに応える
ソリューションとサービスデリバリプロセスを継続的に更新する

ビジョン

安全で生産性が高くスマートでクリーンな
未来の現場をお客様と共に創造する

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
先
行
し



不変のビジョン

安全で生産性が高くスマートでクリーンな
未来の現場をお客様と共に創造する
スマートコンストラクション
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建設生産プロセスを動詞で記述するカスタマージャーニー(現状)

入札 施工計画
90日 45日

本施工
630日

色が付いているのが個々のプロセスがデジタル化されているもの

2019年ドイツアウトバーン建設工事の事例

多
く
の
現
場
で
の
経
験
を
ベ
ー
ス
に

工
事
関
係
者
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スマートコンストラクションの提供ソリューション

デジタルツイン 最適化 デジタルタスク

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

同期

現
実
の
現
場

地形 機械 労務 材料

見える化

同期

ICT建機
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カスタマージャーニーがDXされ大きな価値が創造される

入札 施工計画 本施工

現場可視化レベルが高度化することで、
週次、月次でのプロセスが全て日次で代替され、
高速・リアタイムPDCAを回すことができるようになる。

入札前に精度高い計
画が作成することが
でき、受注後のプロセ
スが無くなる。

90日 45日 630日30日 ０日 440日

現場のリアルタイムでの可視化が実現すれば、
施工プロセスに大きな変革をもたらすことを確信した

工
事
関
係
者
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工
事
関
係
者

カスタマージャーニーのDXによる顧客価値の創造
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DX後のカスタマージャーニーに応える「サービスデリバリプロセス(SDP)」
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サービスデリバリプロセスを実現する為の「組織開発」
コンサル営業 コンサルサポート ３Dデザイナー

コンサルサポート
（UAVパイロット）

スマコンサービス
（店舗サービス）

施
工
の
提
案
と

受
注
の
獲
得

施
工
の
準
備

施
工
の
サ
ポ
ー

ト

検
査
の
実
施

現場情報を収集し提案の準備をする

施工者に適した見積書を提出す

施工メリットを説明し商談に持ち

クロージングする

現場確認を実施する

発注者への提案・協議をサポート

納品図書の提出をサポートする

ICT建機の取扱説明をする

３Ｄ設計データ作成の準備をする

３Ｄ設計データを作成する

起工測量を実施する

目標値と実績の比較検証を行う

出来形測量を実施する

設計変更に対応する

施工中の問題を早期に解決する

現場巡回サービスを実施する

施主への提出資料の

作成をサポートする

ローカライゼーションを実施する

施工目標数量を設定をする
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顧客価値創造のビジネスモデル開発手順

顧客の
プロセス

サービス
デリバリ
プロセス

組織開発
施工計画

コンサルタント

コンサル
営業

コンサル
サポート

DXセンター
(サポートセンタ)

コト品質保証サポートシステム

施工管理

入札 計画 施工 維持管理

提供
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

まず顧客のオペレーション全体を
理解する(カスタマージャーニー）

カスタマージャーニーに応える
自分たちのプロセスを再構築する
（サービスデリバリプロセス）

サービスデリバリプロセスを
確実化する組織開発を行う

ハード・ソフト・人をバンドルした
ソリューションの提供



50

カスタマジャーニーの適用工程範囲拡大と「マネタイズシナリオ」

建機施工のデジタル化による
スマコンエントリー層の獲得

（顧客数の拡大)

建設生産の各プロセスにハード・
ソフトのソリューションを実装

（ID数の拡大）

施工計画へのフロントローディング
とPDCA型施工の顧客内標準化
(アプリアドオンとコンサルフィーの増大)

データ集約によるシステムの
持続的更新に伴う顧客価値の

継続的向上
(価値向上と連動した課金モデル）
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世界の土木市場規模と生産性向上による事業サイズポテンシャル

土木市場規模 効率化対象コスト

（設定根拠）

政府目標
20%

(2016年第１回
未来投資会議)

i-Construction
/スマコンの
過去実績

30%

生産性向上目標 価値創造規模

24兆円/年

200兆円/年
世界

日本

31

16

22

22

機械費

その他

4
5 営業利益

材料費

労務費

間接費・
一般管理費

100

削
減
対
象
の
直
接
費

工事発注金額
の65%

間接費・一般管理費も
コスト削減余地ある可能性

5兆円/年

39兆円/年

世界

日本

30%

ソフトウェア品質シンポジウム2024



52

現場力勝負に持ち込む（マネタイズシナリオをいかに実現するか）

事業の位置づけ

組織能力の向上

デジタル技術を駆使して継続的に進化する建設生産プロ
セス(カスタマージャーニー)をお客様と共同で実現する

進化するカスタマージャーニーに応える
ソリューションとサービスデリバリプロセスを継続的に更新する

ビジョン

安全で生産性が高くスマートでクリーンな
未来の現場をお客様と共に創造する

現
場
力
勝
負
に
持
ち
込
む



マネタイズシナリオを実現する為の我々の武器（経営資本/戦略要素）

SCプラットフォーム

SC Apps ・デジタルツイン

DX/サポートセンター
DXパートナー制度

ICT建設機械

コト価値創造体系図

EQ-NAVIシステム

SCシミュレーション

技術資本 組織/システム資本 人的資本 関係性資本

SaaS品質基準

課題
スピード
視認性
精度

許容サイズ

直感的にDX体験
出来るUI/UX

課題
STAGEⅡガイディング

スマートコンストラクションの
森

SCコンサルタント
コマツグローバル

ネットワーク

カスタマサクセスチーム

開発ベンダーDX人材

課題
開発内製化チーム

プロセスエンジニアリング人材
デジタルネイティブ人材
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デジタルツインで施工前に施工する「高臨場感デジタルツイン」

ダンプの進入可否検討 安全検討

構造物建築

掘削・積込み

重機施工検討

クレーン施工

あらゆることが施工前に検討できるまずデジタルツインで施工、その後、
現実空間がその通りになる
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サービスデリバリプロセスを高次元で均質化するシステム「EQ-NAVI」
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デジタルツインで現場をリアルタイムサポートする「DXサポートセンター」

アプリの操作 GNSSの接続 ICT建機の施工 3D設計データの取扱い
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リードユーザーと共にビジョンを共創する「DXスマコンパートナー制度」
本協定の目的
ＤＸスマコンパートナーとEARTHBRAIN社は、両当事者の強固なパートナーシップのもとスマート
コンストラクションの普及及び発展を共に実現させ、もって、安全で生産性の高いスマートで
クリーンな未来の現場を創造していくことを目的として、共同して本事業を遂行するものとする。
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これらの武器を組織としてどう使いこなすのか(戦略要素レベルのプロセス)

スマコンパートナーと共創した
モックアップを量産に耐える

ソリューション商品に昇華させる

顧客の業務プロセス、使用者視点で
開発ソリューションの実効性、
スケール性と価値を検証する

顧客現場・使用の実態をふまえた
新規顧客Doニーズの抽出

顧客の｢課題｣と｢制約｣をもとに
理想のカスタマジャーニーを、

協働で策定する

目的に即した最適な施工計画を
デジタルツインを通して

協働で作成する

デジタルツイン上の
リアルタイム遠隔モニタリングにより

施工計画をタイムリーに変更する

スマコン投入による効果の検証と
顧客自身の組織能力の向上度合いを

振り返りPDCAを回す

現場実行データを蓄積する

生産性、安全性、環境性をKPIとし、
計画から施工中のPDCAまで

カバーするフルスマコンを実装する

カスタマジャーニーにおける
スマコンの適用工程範囲および

適用現場数を拡大する

シミュレーションアルゴリズムを
漸進的にアップデートする

最先端のユースケースや学びを
共有・水平展開する

パートナー主体の技術交流会

スマコンのビジョンに賛同し
コト価値を共創して頂ける
顧客をパートナー化する

スマコンサービスデリバリ
プロセスの品質を進化させ続ける
EQ-NAVIを継続的に更新する 

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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組織を挙げて取り組むべき経営課題(イシュー)をあぶり出す

スマコンパートナーと共創した
モックアップを量産に耐える

ソリューション商品に昇華させる

顧客の業務プロセス、使用者視点で
開発ソリューションの実効性、
スケール性と価値を検証する

顧客現場・使用の実態をふまえた
新規顧客Doニーズの抽出

顧客の｢課題｣と｢制約｣をもとに
理想のカスタマジャーニーを、

協働で策定する

目的に即した最適な施工計画を
デジタルツインを通して

協働で作成する

デジタルツイン上の
リアルタイム遠隔モニタリングにより

施工計画をタイムリーに変更する

スマコン投入による効果の検証と
顧客自身の組織能力の向上度合いを

振り返りPDCAを回す

現場実行データを蓄積する

生産性、安全性、環境性をKPIとし、
計画から施工中のPDCAまで

カバーするフルスマコンを実装する

カスタマジャーニーにおける
スマコンの適用工程範囲および

適用現場数を拡大する

シミュレーションアルゴリズムを
漸進的にアップデートする

最先端のユースケースや学びを
共有・水平展開する

パートナー主体の技術交流会

スマコンサービスデリバリ
プロセスの品質を進化させ続ける
EQ-NAVIを継続的に更新する 

⑤いかに現場データを蓄積、学習して
施工最適化をノウハウ化するか

④いかにリードユーザーと共に
実際の現場におけるカスタマー
ジャーニーを進化させ続けるか

①いかにビジョンに賛同し共創する
お客様をパートナー化し共に成長するか

③いかにデリバリの仕組みを
強靭化し最新ソリューションを
タイムリーに浸透拡大するか

②いかに使用の視点を加味し、
直感的に分かる新規ソリューションを

アジャイルで開発するか
スマコンのビジョンに賛同し
コト価値を共創して頂ける
顧客をパートナー化する



5つの経営課題と重点活動テーマ

・3D-MGを中心とする施工のデジタル化提案、コマツ商流
をバックアップする体制の構築

新規エント
リー顧客数

・建機顧客をペルソナとし、簡単・カッコいい商品の導入
（走る遠隔システム、無人ダンプ、B55、簡単MG) アセットM数

・スマート採石のグローバル導入 顧客数

・生産性の向上手順をガイディングする未来感あるスマー
トコンストラクションポータル

施工計画
DX化件数

・ゲームエンジンを活用した商品の量産化(まずは国内で、
CSPIで、1200社に瞬時に浸透するビジネスモデル）

商品販売件
数

・新ソリューション、発掘されたコト価値などが顧客にダイレ
クトに届く仕組み（スマートコンストラクションの森）

サイト登録
数使用数

・建機管理アプリ(新ポータル、アセットマネジメント）の導
入を事例としコマツ商流との連携モデル開発

アセットM販
売数

・国内はDXパートナープログラムの進化、パートナー社内
社外の成長モデル

パートナー
数

・各地域フルスマコンの価値定量化を実現場で進め、分か
り易い説明ツールを作り水平展開につなげる

最先端事例
作成数

⑤
蓄積された現場データを継続
進化するノウハウに昇華させる
学習モデルを構築する

未着手 ・まずは全体デザインから

最新ソリューションが顧客に届
かない。コマツ商流を前提とし
た営業企画が出来ていなかっ
たので、１０月に体制を変更し
た。

日本のDXパートナープログラ
ムは計画通り。最重要経営資
本の一つになると考えている

経営課題 実現手順

機能
間連
携プ
ロセ
ス

業務
プロ
セス

最新ソリューションを迅速に浸
透拡大できる強靭なデリバリモ
デルを構築しエントリー顧客を
次のステージへ導く

DXパートナーと共にコト価値を
具現化し、水平展開し、SCソ
リューションを継続的に進化さ
せる

②

④

③

コマツ商流と連携してスマコンの
エントリー顧客を拡大する①

活動テーマ KPI

使用者から見て、狙いの価値と
使用手順が直感的に分かるソ
リューションをアジャイルで開発
する

現状

モノとコトの分離意識が強くなり
すぎた。コマツの特に販売ネット
ワークを上手く活用できていな
い。

アプリケーションの乱立とそれぞ
れのUIUXの複雑性。実装に
はカスタマサクセスの伴奏や膨
大なトレーニングを要す。

活動を通して
強靭化される
経営資本


Sheet1

				課題 カダイ		方針 ホウシン		戦術・アプローチ センジュツ		KPI
左記の方針の達成程度を測る管理尺度 サキ ホウシン タッセイ テイド ハカ カンリシャクド

				いかに新規ソリューションを
圧倒的スケールでグローバルに
浸透拡大するか		建機の付加価値を上げるデジタルソリューションによる、圧倒的スケールのグローバル浸透拡大		見込み客がデジタルにエントリーする際のハードルを下げる		新規顧客獲得数

				いかにリードユーザーを活かしてアジャイルソリューション開発するか		使用者視点を加味した
アジャイルなソリューション開発		使用者視点の観察を通じた「DX後のカスタマ・ジャーニー」の設定 シヨウシャシテン カンサツ ツウ ゴ セッテイ		使用者から見た
アイデアの的中率

				いかに、リードユーザーと協創した工事のやり方を型化するか		最新ソリューション
の量産化		量産モデル開発に至るまでの、「共創テーマ設定とソリューション企画」 リョウサン カイハツ イタ キョウソウ セッテイ キカク		量産モデル販売件数
（DX商品の拡充）

				いかに顧客と共に
顧客のカスタマージャーニーを
進化させ続けるか		デジタルツインを駆使した
最先端の建設生産プロセスの実現		現場データの蓄積による
施工最適化のノウハウ化		最先端CJを実行した現場の
生産性向上

				いかにカスタマジャーニーに応えるオペレーションを強靭化するか		コト価値創造体系図に基づく
デリバリの仕組みの強靭化		デジタルツインを駆使することを、最先端の建設生産プロセスを支えるSDP強靭化の中心に置く チュウシン オ		コト価値創造体系図の
手順順守率





Sheet2



				経営課題 ケイエイカダイ				現状 ゲンジョウ		活動テーマ カツドウ		KPI						実現手順 ジツゲンテジュン



				①		コマツ商流と連携してスマコンのエントリー顧客を拡大する		モノとコトの分離意識が強くなりすぎた。コマツの特に販売ネットワークを上手く活用できていない。 ブンリイシキ ツヨ トク ハンバイ ウマ カツヨウ		・3D-MGを中心とする施工のデジタル化提案、コマツ商流をバックアップする体制の構築 チュウシン セコウ カ テイアン ショウリュウ タイセイ コウチク		新規エントリー顧客数 シンキ コキャクスウ						機能間連携プロセス キノウカンレンケイ		業務プロセス ギョウム

										・建機顧客をペルソナとし、簡単・カッコいい商品の導入　（走る遠隔システム、無人ダンプ、B55、簡単MG) ケンキ コキャク カンタン ショウヒン ドウニュウ ハシ エンカク ムジン カンタン		アセットM数 スウ

										・スマート採石のグローバル導入 サイセキ ドウニュウ		顧客数 コキャク カズ

				②		使用者から見て、狙いの価値と使用手順が直感的に分かるソリューションをアジャイルで開発する		アプリケーションの乱立とそれぞれのUIUXの複雑性。実装にはカスタマサクセスの伴奏や膨大なトレーニングを要す。 ランリツ フクザツセイ ジッソウ バンソウ ボウダイ ヨウ		・生産性の向上手順をガイディングする未来感あるスマートコンストラクションポータル セイサン セイ コウジョウ テジュン ミライ カン		施工計画DX化件数 セコウケイカク カ ケンスウ

										・ゲームエンジンを活用した商品の量産化(まずは国内で、CSPIで、1200社に瞬時に浸透するビジネスモデル） カツヨウ ショウヒン リョウサンカ コクナイ シャ シュンジ シントウ		商品販売件数 ショウヒン ハンバイケンスウ

				③		最新ソリューションを迅速に浸透拡大できる強靭なデリバリモデルを構築しエントリー顧客を次のステージへ導く		最新ソリューションが顧客に届かない。コマツ商流を前提とした営業企画が出来ていなかったので、１０月に体制を変更した。 サイシン コキャク トド ショウリュウ ゼンテイ エイギョウキカク デキ ガツ タイセイ ヘンコウ		・新ソリューション、発掘されたコト価値などが顧客にダイレクトに届く仕組み（スマートコンストラクションの森） シン ハックツ カチ コキャク トド シク モリ		サイト登録数使用数 トウロク スウ シヨウスウ

										・建機管理アプリ(新ポータル、アセットマネジメント）の導入を事例としコマツ商流との連携モデル開発 ケンキ カンリ シン ドウニュウ ジレイ ショウリュウ レンケイ カイハツ		アセットM販売数 ハンバイスウ

				④		DXパートナーと共にコト価値を具現化し、水平展開し、SCソリューションを継続的に進化させる		日本のDXパートナープログラムは計画通り。最重要経営資本の一つになると考えている ニホン ケイカクドオ サイジュウヨウケイエイシホン ヒト カンガ		・国内はDXパートナープログラムの進化、パートナー社内社外の成長モデル コクナイ シンカ シャナイ シャガイ セイチョウ		パートナー数 スウ

										・各地域フルスマコンの価値定量化を実現場で進め、分かり易い説明ツールを作り水平展開につなげる カクチイキ カチテイリョウカ ジツゲンバ スス ワ ツク スイヘイテンカイ		最先端事例作成数 サイセンタン ジレイ サクセイスウ

				⑤		蓄積された現場データを継続進化するノウハウに昇華させる学習モデルを構築する		未着手 ミチャクシュ		・まずは全体デザインから ゼンタイ
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イシューを受けた機能間連携プロセス
商品企画

課題の設定
現状のカスタマージャーニー

DX後のカスタマージャーニー(ユーザーストーリー)

ペルソナの設定(国、工種、顧客タイプ)

組織設計と業務・職務分掌

トレーニング・評価

市場導入

企
画

開発 営業企画 SCコンサル

サービスデリバリプロセス

価値の仮説検証（PoC)

プライシング

要求品質の定義
品質要素・設計品質への展開

プロトタイピング

開
発

ソリューションストーリーとDO編成表

先端技術探索

UXデザイン

開発

市場評価フィードバックとコト価値開発

市
場
導
入
準
備

コ
ト

価
値

カスタマ
サクセス価値創造プロセス 顧客

ペルソナ設定
現状のCJ

課題設定

先端技術探索
DX後のCJ

ソリューション連携

要求品質定義
設計品質展開

UXデザイン

開発

プロトタイピング

価値の仮説検証

プライシング

サービスデリバリプロセス

代理店組織開発

トレーニング評価

市場導入

市場評価フィードバックとコト価値開発

戦略ストーリーを実現するEARTHBRAINの「コト価値創造プロセス」



活動を通して強靭化される我々の武器（経営資本/戦略要素）

SCプラットフォーム

SC Apps ・デジタルツイン

DX/サポートセンター
DXパートナー制度

ICT建設機械

コト価値創造体系図

EQ-NAVIシステム

SCシミュレーション

技術資本 組織/システム資本 人的資本 関係性資本

SaaS品質基準

課題
スピード
視認性
精度

許容サイズ

直感的にDX体験
出来るUI/UX

課題
STAGEⅡガイディング

スマートコンストラクションの
森

SCコンサルタント
コマツグローバル

ネットワーク

カスタマサクセスチーム

開発ベンダーDX人材

課題
開発内製化チーム

プロセスエンジニアリング人材
デジタルネイティブ人材
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・顧客価値創造は顧客のありたい姿をゴールとし、顧客と共に実現する
・追求すべきはカスタマージャーニーの出来栄え、まずは現状のカスタマジャーニーを丁寧に描く
・顧客へ約束すべきことはサービスデリバリプロセスの確実な遂行、そして進化
・開発はリードユーザーとアジャイルで行う

・DX後のカスタマジャーニーを実現することを目的として、現場力を鍛える
・カスタマジャーニーを継続的に進化させるための武器(戦略要素)を経営方針として強化する
・戦略要素の強靭化を実現する為に、トップ方針のもと横ぐしの機能連携活動が欠かせない
・この機能連携プロセスを繰り返し回すことで、武器(経営資本)は継続的に進化していく

ビジネスモデルで先行し（顧客価値創造)

現場力勝負に持ち込む（組織能力獲得・向上)

まとめ
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ご清聴ありがとうございました

ソフトウェア品質シンポジウム2024
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